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i｀

現
地
邦
人
「
柱
し
が
み
つ
い
た
」

　
　
「
ド
ー
ン
」
と
い
う
大
き
な
音
と
激
し
い
横
揺
れ
。
津
波
を
恐
れ
、
逃
げ
ま
ど
う
住
民
た
ち
。
近
郊
に
は
世
界
遺
産

の
寺
院
群
も
あ
る
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
襲
っ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ー
ー
ド
６
・
２
の
地

震
。
現
地
に
滞
在
し
て
い
た
日
本
人
は
、
恐
怖
の
瞬
間
と
悲
鳴
が
飛
び
交
う
町
の
様
子
を
生
々
し
く
語
っ
た
。

　
　
「
タ
ン
ス
の
引
き
出
し
が
す

べ
て
飛
び
出
し
、
床
に
モ
ノ
が

散
乱
し
た
」
。
語
学
研
修
の
た

め
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
長
期

滞
在
し
て
い
る
横
浜
市
出
身
の

会
社
員
安
部
な
お
み
さ
ん
（
2
6
）

は
、
午
前
６
時
ご
ろ
、
激
し
い

横
揺
れ
に
跳
び
起
き
た
。
す
ぐ

に
ベ
ッ
ド
の
上
で
う
ず
く
ま
っ

た
が
、
揺
れ
は
、
と
て
も
長
く

感
じ
た
と
い
う
。
　
　
　
　
　

一

　
し
ぱ
ら
く
し
て
外
に
出
ス
犬

と
、
異
様
な
光
景
が
広
が
っ
て

い
た
。
普
段
は
の
ど
か
な
道
路

が
車
や
バ
イ
ク
で
大
渋
滞
。
町

は
沿
岸
部
か
ら
数
十
♂
離
れ
て

い
る
の
に
、
「
ツ
ナ
ミ
だ
Ｉ

逃
げ
ろ
よ
と
の
声
が
と
ど
ろ

き
、
泣
き
叫
ん
で
い
る
人
も
い

る
。
乗
り
物
か
ら
は
み
出
す
ほ

ど
の
家
族
を
乗
せ
た
人
々
が
、

必
死
の
形
相
で
南
の
沿
岸
部
か

ら
逃
げ
て
き
た
。
テ
レ
ビ
で
繰
一
　
突
然
、
「
ギ
ー
ギ
士
と
い

わ
返
し
見
た
、
２
０
０
４
年
凡
う
激
し
い
音
が
し
て
横
揺
れ
を

月
の
イ
ン
ド
洋
犬
津
波
の
記
憶
】
感
じ
た
。
現
地
で
火
山
活
動
が

が
よ
み
が
え
り
、
「
地
震
よ
り

も
恐
ろ
し
く
な
っ
た
」
。

-

警
戒
さ
れ
て
い
る
ム
ラ
ピ
火
山

が
噴
火
し
た
と
思
っ
た
。
だ
が
、

実
際
に
は
津
波
は
な
く
、
タ
ー
周
辺
の
家
屋
が
揺
れ
て
い
る
の

方
に
は
騒
ぎ
は
一
段
落
し
た

が
、
「
町
の
殺
気
立
っ
た
様
子

一

が
怖
い
」
と
外
出
を
控
え
た
。

一

日
本
の
大
手
商
社
に
動
め
る
穿

鄙
さ
ん
は
、
昨
年
８
月
か
ら
現
・

地
の
大
学
に
通
っ
て
い
る
。
「
友

達
に
携
帯
メ
ー
ー
ル
を
出
し
た
が

連
絡
が
な
く
心
配
で
す
」
と
心

細
そ
う
に
語
っ
た
。

　
中
心
街
か
ら
北
へ
約
1
0
諺
の

ス
レ
マ
ン
地
区
。
「
タ
キ
イ
種

苗
」
　
（
本
社
・
京
都
市
）
の
現

地
子
会
社
に
駐
在
し
て
い
る
ジ

ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
人
会
事

務
局
長
の
安
藤
貴
央
さ
ん
（
3
4
）

は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
中
だ
っ
た
。

が
見
え
、
建
物
が
き
し
ん
で
い

る
音
だ
と
気
付
い
た
。
住
民
た

邦
人
Ｉ
人
負
傷
か

　
外
務
省
海
外
邦
人
安
全
課
に

よ
る
と
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ

特
別
州
に
は
、
同
省
に
在
留
届

を
出
し
て
い
る
邦
人
が
引
人
お

り
、
四
］
日
午
後
９
時
現
在
（
日

本
時
間
）
、
死
者
の
情
報
は
入

っ
て
い
な
い
と
い
う
。
た
だ
、

同
州
に
住
む
邦
人
女
性
の
住
宅

の
屋
根
が
落
ち
、
女
性
は
む
ち

打
ち
の
症
状
を
訴
え
て
い
る
と

の
情
報
が
あ
っ
た
。
一
方
、
開

扉
に
よ
る
と
、
大
手
旅
行
会
社

５
社
の
日
本
人
旅
行
者
計
1
9
人

が
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
周
辺
に

滞
在
し
た
り
、
向
か
っ
た
り
し

て
い
た
が
、
全
員
の
無
事
が
確

認
さ
れ
た
。

2
7
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
中
部
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
、

倒
壊
し
た
家
々
の
間
を
ぬ
っ
て
避
難
す
る
住
民
（
ロ
イ
タ
士

号
も
消
え
て
い
た
。
休
暇
で
ジ

ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ホ
テ
ル
に

宿
泊
し
て
い
た
男
性
会
社
員

（
4
7
）
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
在
住
）
は
、

　
「
ド
ー
ン
」
と
い
う
大
き
な
音

と
、
突
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な

衝
撃
で
目
が
党
め
た
。
７
階
建

て
ホ
テ
ル
の
最
上
階
。
「
建
惣

が
崩
落
す
否
と
思
っ
た
。
萌

秒
ほ
ど
の
横
揺
れ
の
間
、
部
屋

の
柱
に
し
が
み
つ
い
て
い
た
。

　
非
常
階
段
で
１
‐
階
ま
で
駆
け

下
り
る
と
、
欧
州
か
ら
の
観
光

客
が
ガ
ウ
ン
姿
の
ま
ま
不
安
そ

う
に
集
ま
っ
て
い
た
。
約
２
時

間
お
き
に
余
震
が
あ
っ
た
。
［
怖

く
て
部
屋
に
戻
れ
な
か
っ
た
］
。

結
局
、
夕
方
ま
で
ホ
テ
ル
の
ロ

ビ
ー
や
外
で
過
ご
し
た
。

留学生ら

合
流
し
、
医
療
活
動
を
支
援
し
、

日
本
か
ら
必
要
な
援
助
な
ど
に

’
つ
い
て
情
報
を
収
集
す
る
。

　
女
性
ス
タ
ッ
フ
は
「
ス
マ
ト

ラ
島
沖
地
震
の
時
の
救
援
経
験

を
生
か
し
、
早
急
に
支
援
態
勢

を
整
え
た
い
」
と
語
っ
た
。

る
ヒ
ン
ズ
ー
教
寺
院
の
遺
跡
一

で
ヽ
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
・

て
い
る
「
プ
ラ
ン
バ
ナ
ン
」
に

も
被
害
が
出
た
と
い
う
。

　
教
授
の
自
宅
は
大
き
な
損
壊

を
免
れ
た
が
、
周
辺
で
は
多
く

の
家
が
倒
壊
し
た
と
い
い
、
ア

ハ
マ
ル
さ
ん
は
「
こ
れ
以
上
、

被
害
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う

祈
る
だ
け
で
す
」
。

　
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
大
学

で
の
留
学
経
験
が
あ
る
福
井
車

内
の
主
婦
小
国
和
子
さ
ん
（
3
7
）
‐
‐

は
、
現
地
の
友
人
と
連
絡
が
っ

か
ず
、
「
な
ん
と
か
無
事
で
い

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
2
8
日
、
メ
ン
バ

ー
２
人
が
韓
国
経
由
で
現
地
に

入
り
、
約
２
週
間
滞
在
す
る
予

定
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
所
属

の
医
師
２
入
、
看
護
師
１
人
と

入･販売

一一

創
業
明
治
1
3
年

飯
田
高
遠
堂

東
京
目
白
駅
下
車
３
分
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27日、ジョクジャカルタの病院前の路上で
治療の順番を待つ負傷者（ＡＦＰ時事）

ち
が
外
へ
飛
び
出
し
て
き
て
、

お
び
え
な
が
ら
家
を
遠
巻
き
に

眺
め
て
い
た
。

　
中
心
街
で
は
、
体
育
館
の
屋

根
が
落
ち
た
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た

り
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
店
が
閉

じ
た
ま
ま
。
街
は
停
電
し
、
信

「
家
族
無
事
か
」

連
絡
追
わ
れ
る

　
地
震
の
一
報
を
受
け
、
西
日

本
に
住
む
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
留

学
生
ら
は
、
現
地
の
家
族
や
知

人
の
安
否
を
気
遣
い
、
被
災
地

の
医
療
活
動
に
従
事
し
て
き
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
牛

　
（
本
部
・
岡
山
市
）
は
、
メ
ン

バ
ー
の
派
遣
を
決
め
た
。

　
ジ
ャ
ワ
島
束
部
・
束
ジ
ャ
ワ

州
マ
ラ
ン
市
出
身
で
、
岡
山
犬

大
学
院
で
分
析
化
学
を
学
ぶ
留

学
生
、
サ
バ
ル
・
レ
イ
ン
・
ア

ハ
マ
ル
さ
ん
（
3
2
）
は
、
両
親
の

無
事
を
電
話
で
確
認
し
た
後
、

マ
ラ
ン
市
の
西
約
２
０
０
♂
の

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
住
む
友

人
の
大
学
教
授
に
何
度
か
諾
諾

一
を
か
け
、
よ
う
や
く
つ
な
が
っ

と　　た
○こ

の
大
学
教
授
の
話
に
よ
る

、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
代
表
す
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